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論文内容要旨
 砂クロラロース麻酔, パンクロニウム非動化, 人工呼吸下の成熟ネコを開いて, 顎関節の電
 気的, 機械的刺激を行ない, 顎舌・骨筋神経から導出される二種の開口反射応答の性質について電
 気生理学的に検索 し, 次の結論を得た。
 1) 顎関節刺激により誘発される潜時5一翫nsec の応答 (Early 盆espoRse 遍R) は, 麻酔に対
 して影響をうけやすい細い求心'挫神経をもつ痛覚受容器により誘発される応答である。 一方, 潜
 時18-20 鶏sec の応答 (Late Response:LR) は, 閾値が ER より小さく麻酔効果も遅いこと,
 機械刺激により容易に発現することから太い求心性神経をもつ機械受容器により誘発される応答
 である。 これらの ER と LR の応答に関する結果は, 顎関節に痛覚受容器, 機械受容器が存在す
 ると した組織学的硯究を支持する ものである。
 2) 顎関節刺激による ER・LR は, すでに報告されている歯根膜・口腔粘膜刺激による短潜
 時, 長潜時の二種の開 [コ 反射応答とそれぞれ同一の生理学的性質を有する。
 3) 顎関節の機械刺激によって LR が, 歯根膜・口腔粘膜に比べ容易に誘発される。 さらに,
 顎関節刺激による ER と LR の閾値の差は, 歯根膜・口腔粘膜のそれに比べて大きい。 これらの
 ER と LR の応答性の相違は, 顎関節の LR に関与する機械受容器の分布密度が, 歯根膜・口腔
 粘膜より も高いとする組織学的結果と一致 していた。
 4) 下顎頭の回転角度および回転角速度の変化により誘発される LR の最大応答は, 両者とも
 に同一の応答振福を示すことから, 顎関節包における機械受容器の分布は均一なものではな く,
 特定の部位に集中 して存在すると考えられる。
 5) 下顎頭の回転方向と開深度の変化により誘発される LR の応答性の相違から, 開口運動と
 閉口運動 とでは顎関節の異なる部位の機械受容器が興奮することが判明 した。
 6) LR は, 下顎頭の回転刺激によって容易に誘発され, 回転角度・回転角速度・回転方向・
 開口度によりその応答性が変化することか ら, 顎運動の制御に重要な役割を果 している ものと思
 われる。
 7) ER と LR の相互作眉が, 顎関籔および歯根膜の両者で全く同じ傾向を示すことか ら,
 ER は, 口腔領域のいずれの器官においても同様に誘発され, 侵害受容性反射としての役割を果
 たす。 一方 LR 同士の相互作用は, 異種の器官に比較 し, 同種の器官において抑糊効果が大きい。
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審査結果要旨
 近年とくに顎関節症が涯懇されるようになってきたが, その発症のメカニズムについては未だ
 解明されているとはいえない。 本研究はこの発症のメ カニズムを解明するための一段階として行
 われたものである。 すなわちネコの顎関節に電気的, 機械的刺激を加え顎舌骨筋神経から導出さ
 れる2種の開即反射応答の性質について電気塗理学的に検索した。 その結果, 次の結論を得てい
 る。 i) 顎関節刺激により潜時5-8msec の応答 (Early Reの。纂se:ER) と潜時i8-20 鶏sec の
 応答 (Late Re鋤。鷺se:LR) が 誘発 さ れる。 この E盆, L獄 はすでに報告されている歯根膜, 口
 腔粘膜刺激による短潜時, 長潜時の2種の關環反射応答とそれぞれ同一の生理学的性質を有する。
 2) 顎関節の機械刺激によって LR が, 歯根膜, 口腔結膜に比べ容易に誘発される。 さらに顎
 関節刺激による ER と LR の閾値の差は, 歯根膜, 口腔粘膜のそれに比べて大きい。 これらの
 ER と LR の応答性の相違は, 顎関節の LR に関与する機械受容器の分布密度が, 歯根膜, 繍腔
 粘膜よりも高いとする組織学的結果と一致していた。 3) 下顎頭の回転角度および回転角速度
 の変化により誘発される LR の最大応答は, 講者ともに問…の応答振幅を示すことから, 顎関節
 包における機械受容器の分布は均一なものではな く, 特定の部位に集中 して存在すると考えられ
 る。 4) 下顎頭の回転方向と開口度の変化により誘発される乱Rの応答姓の相違から, 開口運
 動と閉口運動とでは顎関節の異なる部位の機械受容器が興奮することが推察される。 5) LR
 は, 下顎の回転刺激によって容易に誘発され, 回転角度, 回転角速度, 回転方向, 開口度により
 その応答性が変化することから, 顎運動の制御に重要な役割を果た しているものと思われる。
 6) ER と LR の相互作用が, 顎関節および歯根膜の両者で全く同じ傾向を示した。 一方 LR
 同士の相互作購は, 異種の器官に比較 し, 同種の器官において抑舗効果が大きい。
 以上より, 顎関節刺激により誘発される LR は, ER に比較 し下顎の機能運動の調節に重要な
 役割を果たしていることが判明した。 これらの結果は, 今後の顎関節症発癒の機序を解明する研
 究に寄与するところが大である。 よって本研究は学位授与 に値する もの と判断す る。
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